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全ｐH領域で使用出来るキチナーゼの製造法
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技術の特徴

◎キチナーゼ [EC 3.2.1.14] は、N-アセチル-D-グルコサミンのポリマーであるキチンのβー1,4結合に
作用する加水分解酵素である。
◎ダイズ種子や脱脂ダイズ粉などからPR-8キチナーゼファミリーに属するChib2型のキチナーゼを簡便
に,且つ大量に製造する方法を提供する。

◎ Chib2 キチナーゼは、食総研に於いてダイズ種子中から発見した新規な酵素である。この酵素の
キチナーゼ活性は酸性および塩基性pH領域に各々至適pHを持つ。従って、ほぼ全pH領域で使用可
能なキチナーゼである。
◎当該酵素は登熟期に生合成される時には糖鎖がついたかたちであるが登熟が進むに連れて糖鎖が
切断される。糖鎖のない酵素は、完熟時には全Chib2キチナーゼの約50%に達する。
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